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概要　羊水 中各種 steroid （S）値 の 分娩発来機序 に お け る意義を検討す る た め に 下 の 実験を行 つ た ．妊

娠38〜41週 の 正常妊婦を対象 と し
，
1） ま ず選択 的帝切例 〔陣痛（

一
）群〕 （9 例）と経腟分娩例 〔陣痛 （＋ ）

群〕（13例）とに つ い て 羊水中の S値を比較し，
II）次い で 人工 破膜 に よ る分娩誘発例 （12例）に つ い て ，

陣痛発来前 よ り発来直後，更に分娩 ま で連続的に 羊水中 S 動態を検討し た．

　測定 S は cortisol （F），　progesterone（P ，），20α 一dihydroprogesterone（20P4），並 び に 遊離型 （f）及

び抱合型 （c ）の pregnenolone（P5），dehydroepiandrosterone（DHA ），estradiol （E， ）及 び estrio1 （Es）
の 11種 で RIA で 検 し た．

　1）陣痛 （十）群 （経腟分娩例）が陣痛 （一）群 （選択的帝切例）よ り有意に 高値を示 した S は，F
，
　c・

E2
，
　f及 び c−E3 及 び DHA で ，特に E3 の 増加が著 し い ．他の S も増加傾向に あ る．

　ID 人 工 破膜 に よ る分娩誘発例 に つ い て はX，　 A （陣痛発来前の 破輳時），　 B （陣痛発来直後）及 びC （分

娩時）の 3点 で の 羊水中 S値を比較 し，i） P4 は AB 問 で 減少傾 向があるが，他 の S は 概ね分娩経過に従
つ て 漸増 の 傾 向を示す．有意差 の 増加 が 見 られた の は F の AC 間及 び f・DHA の BC 間 で あ り，

　 F は特に

陣発後の BC 間 で の 増藤 が 著 し い ．　 ii） ABC 　3 点 に お け る 変化率 （A 点を 100％）で 有意差 の 変化 の あつ

た の は
，

F 及び c −DHA は AC 間で
，
　 f−DHA は BC 間及び AC 間で 各 々 有意に増加し た。陣痛開始前後

の AB 間 で は f・E2 が 有意 に 増加 し ，

一
方 P4 は 有意 に 減少 し ， 従 つ て E ，／P、 比 も AB 間 で 有意に増加 し

た ．そ の 他 の S も分娩時 に は 増加傾 向が あ る が 有意差 は な か つ た ．

　以上 の 結果 よ り， F は 主 に 陣痛 の stress に よ り増加す る と思われ，
一

方陣痛発来直後に は 郵E2 の 増加

及 び P4 の 減少，即 ち Ez／P4 比 の 増加が起 こ る こ とか ら こ れ らの S の 変化が陣痛発来に 関与 し て い る可

能性が示唆さ れた ．尚，実験 1 で陣痛 （＋）群で増加する E3，及 び実験 IIで分娩時増加す る DHA 及 び

P5 の 陣痛発来 に 関す る意義 に つ い て は更 に 検討を要する，

Synopsis　 To 　study 　the　changes 　in　steroid 　concentrations 　in　amrtiotic 　fluid（AF ）in　relation 　to　the 　initiation

of 　parturition，　eleven 　steroids 　in　AF 　which 　included　cortisol （F），　progesterone（P4），20α
・dihydroprogesterone，

free（f
−
）and 　 conjugated （c

−
）pregnenolone ，

　DHA
，
　 estradio1 （E2）and 　 estriol（E3）were 　measured 　by　 RIA．

Experiment　l ： Samples　were 　obtained 　 at　I）elective 　cesarean 　sect 三〇n （not 　 in　labor，　n ＝ 9），　 II）vaginal

delivery　after 　the　spontaneous 　onset 　of　Iabor（in　labor，　n ＝ 13）．　 Experiment　2 ； AF 　were 　collected 　serially

from 　each 三ndividual 　at 　A）the　arti 丘tial　rupture 　of 　the　membrane 　before　the　onset 　of 　labor
，
　B）the　initiation

of 亶abor 　and 　C）secQnd 　stage 　of 　delivery．　 Samples 　of 　B 　 and 　C　were 　obta 三ned 　 with 　a　catheter 　which 　was

Placed　in　the　uterine 　cavity 　at　the　rupture 　of　the　rnernbrane ．

　The 　mean 　concentrations 　of　F
，
cE2

，
f− and 　c・E3

，
DHA 　in　I　were 　 significantly 　higher　than 　those 　in　H ．　 In

experiment 　2，　except 　for　P4，　all　steroid 　concentrations 　tended　to　incre盆se　during　the　qourse　of　labor。　 The
levels　of　F　increased　signi且cantly 　from　A 　to　C　but　no げτom 　A 　to 島．　 Free　D｝｛A 　increased　frgm　B　to　C 　The

percentage　increase　in　stero 玉d　Ievels　was 　also　caliculated 　and 　it　was 　found　that　the　steroid 　increase　from
Ato 　B　was 　f−E2　while 　P4　decreased．　 E2／P4　ratio 　increased　sighificantly 　from　A 　to　B．

　These 　results 　suggested 　that　the　increase　in　F　and 　DHA 　may 　be　due　to　the ∫6tal　response 　tQ　the　stress 　of

labor．　 A 　possible　ro 童e 　of 　increased　E2　and 　decre議 sed 　P4
，
　and 　subsequently 　increased　E2／P荏ratio

，
　in　AF　on

the　onset 　of　labor　is　suggested ，
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　　　　　　　　　緒　　言

　羊水の 分泌機序や動態に 関して は不 明な点 が多

い が
， 羊水は 胎児発育及 び妊娠維持に 欠 く こ との

で きな い 生活環境で ある こ とか ら ，
こ れ が母 児間

の物質の 代謝 ， 移行 に 関 し て も特異な役割を果 し

て い る こ とが推測 され て い る．妊娠中に は母体血

中の 胎児胎盤系の 各種 steroid 値 の 著増す る こ と

が知 られ て い るが
， 羊水 中に も種 々 の steroid が

大量 に 存在す る こ とが 明 らか に され つ つ ある 。更

に 羊 水中 steroid 値測定 に よ る 出生前胎児診断な

ど の 臨床応用面で 胎児の 肺成熟に 対す る cortisol

等の corticosteroid の 関与
le ）

， 胎児胎盤機能の 指

標 とし て の 羊水中 estrio1 値
29）や胎児 の 性別 に よ

る androgen や estrogen 値
28）の 相違 な ど に 関 し

て 多 くの 報告が ある．

　
一方，分娩発来及 び経過に 関連 し て 母 児血中 の

steroid 値 の 変化が最 近注 目され る よ うに なつ た

が
， 羊水が羊膜 を介 し て 子宮筋 と隣接 し て い る こ

と及 び羊水中の steroid は 主 に 胎児 に 由来 し て い

る と考 え られ て い る こ と か ら ， 羊水 中 steroid 値

の 変化が分娩発来に何 らか の 役割を持 つ 可能性が

表 　 1

考 え られ る。そ こ で ，まず陣痛の 有無 の 違 い に よ

る羊水 中 steroid 値 の 比較を し，次い で 同
一

人 に

おけ る陣痛開始前 よ り開始後の 分娩経過に 伴 う羊

水中 steroid 動態を検す る こ と に よ り ， 分娩発来

機序に お ける 羊水中 steroid の 意義 に つ い て 考察

を加えた．

　　　　　　　　　実験方法

　1．実験対象

　  実験
一1

　妊娠 38〜41週 の経腟正 常分娩例 13例 〔陣痛 （十）

群〕と陣痛発来前の選択的帝切例 9例 〔陣痛 （
一
）

群〕 との 2群に つ き， 分娩時 に 羊水 を採取し て 検

し た ．

　  実験
一II

　妊娠 38〜41週 の 陣痛未発来で 子宮 口 2 〜 3指開

大 し て い る妊婦 12例 に つ き， 人工 破膜 に よ る分娩

誘発を施行 し，同
一

例の 破膜時及 び破水後は 陣発

に 続い て 分娩に 至 るま で 経子宮 口的 に留置した パ

ル
ー

ン カ テ ーテ ル に よ り連 続 的に 羊水 を約10m1

ず つ 採取 した．全例 とも破水後 2時間 10分以 内に

陣痛が 発来 し， 分娩時間は 平均 4時間 7分 （40分

SterQids AIlti−serum 311 −labeled　sterQ 至ds

Co沈isoI （F ） F −21−hemisucc −BSA ［1，2−31．1（N ）亅
一F （40Ci〆mm 。le）

Progesterone（P4） P4−3−oxim −BSA ［1，2，6，7jH （N ）］−P4 （90Ci／mmQle ）

20α
・−dihydroprogesterone（20P4） Pregnanediol・3　G −BSA ［1，2・βH （N ）］−20P4（55．7Cllmmole）

Pregnenolone（P5） P5−3−succ −BSA ［7−3H （N ）〕−P5 （王9．3Ci／mrnole ）

DehydroepiandrosterQne （DHA ） DHA −11 α
一9Ucc −BSA ［7

・3H （N ）］
−DHA （16．6Ci／mn ユole ）

Estradlo1（E2） E3−16，17−dihemisucc−BSA ［2，4，6，7−3H 〔N ）］
−E2 （98．5Ci〆’mmole ）

Estriol（E3） E3 −16，17−dihemisucc−BSA ［2，4，6，7−3H （N ）］
−E3 （85C量1mmole）

表 2　　Cross　reaction

Anti−・serum （％1
Steroids

F P4 20P4 P5DHA E2 E3

Cortisol（F） 100 ＜ O．103 ．82 く 0，10 〈 0．正Oo 0
ProgesterQne（P4） 2，42100 1．50 ユ．46 く ゜・

烈
2．802 ．80

20 α
一dihydroprQgesterone　（20P4 ） 3．826 ．73100 ＜ O．王0 ＜ 0．10 一 一

Pregnenolone （P5） 〈0．10 ＜ 0，ユ0 く 0，10100 。．88i 一一． ．一．

Dehydroepiandrosterone （DHA ） 0．21 ＜ 0．ユ0 ＜ D．101 ，031GO 4，004 ，0 
Estradio1（E2） 0．40 ＜ 0，10 く 0．10 く 0 ．10 〈 O．10100 100

Estriol（E3） 1．25 ＜ 0，］0 一 く O．IO ＜ O．10100 100
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〜 8時間）で あつ た ．
へ

羊 水は ，陣痛発来前 （破膜

時）の もの （A ）， 陣痛発来直後 の もの （B ）及び

分娩時 の もの （C ）の 3者 に つ い て 比較 した．尚，

臨床的 に 羊水過多 ・ 過少を疑わせ る症例 は含 まず ，

又全例 の 羊水量の 測定は 行なつ て い ない ．12例 の

分娩 時 平 均妊娠 週数 は 39．1± 0．3週，児体重 は

3，126±93g，胎盤重量は 556．7±49．1gで あつ た。

　2，測定法

　  標準物質及 び抗体 （表 1
，

2 ）

　表 1 に 示す放 射性 steroid は あ らか じ め，　 Se・

phadex 　 LH ・20column　 chromatography に よ つ

て純化 して使用 した．また測定に使用 した抗体の

他 steroid と の 交差反応 を表 2 に 示 し た ．

　  羊水中 steroid の 抽出 ・分離 ・測定

　採取 した羊水 は遠心 分離に よ り上 清を 分離 し ，

図 1 の ご と く 5 分 し
， 各 々 に 回収率補正用 の H3

steroid 　1
，
000cpm を加 え，飽和 ethyl 　ether と水

と の 分配 で まず遊離型 steroid を，更 に 抱 合型

steroid は ethanol に て 除 蛋 白後 solvolysis を行

な い 遊離型 steroid と し て 抽 出 した ．

　次 い で benzen ： methanol を 液 相 と し た Se・

phadex 　 LH −20　 column 　 chromatography に よ り

各 steroid （S）を分離 し ，
　 RIA （牧野 の 変法）

2）に

供 し た ．測定 S は cortisol （F），
　 progesterone

（P4），
20a ・dihydroprogesterone（20P4）並 び に遊

離型 （f）及 び抱合型 （c ）の pregnenolone （P5），

dehydroepiandrosterone（DHA ），　estradio1 （E2）

及 び estriol （E ，） の 11種 で あ る．

　　　　　 　　　 実験成績

　 （1）実験一1 陣 痛の 有 無 に よ る 分娩 時羊水 中

鈴木他 1843

図 l　 Procedure　for　sjmultaneous 　measurement 　 of

steroids

　 　 　 　 　 　 　 　 　 sample

pregnenolene 　　　　　　　　　　　progesterone

　 　 　 20aOH −progesterone　　　　　　　　　　DHA

　 　 　 　 　 cor セisoI

L ．⊥ ＿

free　tractien

e3tradLole8

輌 ol

L卜t−20 ¢ olumh

chromatography

　　↓
　 　 RIA

　 add3H −steroid 　tracer

　　　晶，

一
　 　 　 　 　 　 　 con 匚ugate 　@frac ヒiO

l ＼
　 　 　 　 　 　　サree 　steroi

　 　 　 　 　 　add3H − 5teroids 　trac

S 値の
比
較一経 腟正常分 娩例と陣痛発 来 前の

択 的 帝 切 例 に つい て（ 表 3， 図2

3 ） 　i）estrogen ：陣痛（十） 群
が

陣痛 （ 一

群より 有意 に 高 値 を
示

したの
は ， c ・ E2 並 び に

y び c の E 、 であ り ，特にE3は f
は3 ． 6倍，　 cは2

7 倍 と 著増

していた ． 　ii ）androgen ：f 及び c − DHA が

に陣 痛（ 十 ） 群 で 有 意

高値であつた， 　iii）C2、 　 steroid ： F は陣痛

＋）群 の方が 有意 に 高い ． 他のC2、 SのP4 及び2

、 も陣 痛（＋）群 表3　SterGid 　concentrations　in　amniotic　fiuid 　of　normal 　pregnancy　in！ abor 　and 　no

@in　labo S 赱 ero 孟ds<TAB>NoUn @Iabor（n 二9 ）<TAB>In@labor（n；13 ）<TAB>Statistica

　signi 戴c ntCort 孟so <TAB>15．14 よ 　2．0 <TAB>25、81
　3．89<TAB>p〈0．05 Pro彗estero e<TAB>37，00 ±　6． 4<TAB>
，92±　4．42<TAB>NS20α一dihyd oprogester ne<TAB>弓．6 嘆±　O C8
8，ユ ±　1．74<TAB>NS DHA<TAB>1， 36±　 ． 22<TAB>2．

±　0，35 p〈0．05C ．． HA<TAB>94．31 士12． 6<TAB>166，

±25．87<TAB>p＜ ．05Estra iol<TAB>7．31 ±　3 D7

15，75±　4，23 NSC − estra io［<TAB>36．80±　 ． 48<TAB>79

26±14，4 J<TAB>p〈0．05E trlol<TAB>24．22± @6 ．88<TAB>
．74：と16，4 <TAB>P＜0．OlC −es riol<TAB>556． 17±IO9 D24<TAB>1，

5 ，65 止 300． 56<TAB>p＜ 0 ． 05mean ±SE 　ng／ml 　C：conjugate

@NS ；net 　 significantN 工工一
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の 方が 高値 の 傾 向が あつ た が有意差は なか つ た 。

　以上の ご とく，陣痛（＋ ）群で は分娩時の steroid

は 高値 を示 し，特に ， c−E、，f−cE ，，f・cDHA 及 び F

は 有意に 高 い が こ れ らの S 値 の 変化 に は ，＠ 分娩

発来まで に 既に変化 し て い た の か
， 或は ，  陣痛

と い う stress に伴 う変化で あ る か
，

の 2 つ が考 え

られ るが
， 本実験結果 の み か らは 明 らか で は ない 。

そ こ で 分娩発来の直前及 び直後か ら分娩 に か け て

の 羊水 中 S値 の 変化を同
一

例 に つ い て 連続的に 検

図 2　 Steroid　 concentrations 　in　 amn 三〇tic　fluid　 of

　normal 　pregnancy 三n 　labor　and 　not 　in　labor

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4e　　　　　　　 nglmI

　 cortisoI

prOges ヒerone

20didihydro−
　 prOges ‡erone

　 　 　 　 DHAes

隹radioIestriDlmeen

±SE

口 Iabor 〔
一
】

翩 IabOr〔＋）
＊ P〈O、05 〔

一
，VS （＋，

＊ ＊ PくO．01 〔
一
｝VS （＋｝

　 ＊ ＊

澀 イ冖86 ，7

図 3　 Steroid　 concentrations 　 in　 amniotic 且uid　 of

normal 　pregnancy 　in　labor　and 　not 　in　labor

C−DHA

C −estradiolC

曽estriOl

50　　 　　 10150
＿ 宀＿堕

串

＊

臙
62

一 羅

mean 土 SE
口 labor（一）
囮 taborく＋）

＊ 　Pく O．05 （一）vs （十，

C 二conjugated

討 し た ．

　（2）実験
一II 陣痛発来前後 よ り分娩時ま で の

羊水 中 S動態
一

人 工 破膜 に よる陣痛誘発経腟分娩

例 に つ い て （表 4 ，図 4 ，5 ，6 ，7）

　  ABC 　 3点 に お ける各 S値の増減

　図 4 ， 5 に 各症例に つ い て の A （陣痛発来以前

の 破膜時）， B （陣痛発来直後）及 び C （分娩時）

の 3 点で の 各 S値 の 変化艨を実線 で ，そ の 平均値

をバ ーで 示 し た 。 F の 平均値 は 漸増 し，陣発前 と

分娩時の A （18．1± 2．5ng／ml ） と C （29．6± 5．O

ng ／ml ）間に お い て 有意 の 増加 を示 した が AB 間

で は ほ とん ど変化 しな い ．f−DHA の 平均値 も陣発

図 4　　1ndividua玉changes 　in　amniotic 　stero 三d　levels

　at　artificial 　rupture 　of 　membrane （A ），
　at 　onset 　of

　labor （B ）and 　at 　de工ivery （C）．
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表 4 　Steroid　levels　in　amni （〕tic　fluid　during　parturition

Ster  ids

CortisolProgesterone

20α
一dihydroprogesterone

Pregnenolone

C−pregnenolone
DHAC

−DHAEstradiol

C−estradiol
EstriolC
−estriol

…
l　 A （n ＝12）
ト

　　　　　　　　　　　」
B （n ＝8 ） C （n ＝12）

Stat重stically
signi 五cant

one

18．1士　 2，5
48．0± 　 4．8

　 4ほ 土 　 0．7
　 2．2±　 D．3
18．6± 　 3、0

　 3．6±　 0．3

52．7土　 5．4

11．1± 　 2，7

72．／± 13．9
9玉．4± 29．0
965．1± 213．1

　　ユ9．1±　 3．3
　　39．9±　 8．1
　　　3．9±　 o．5

　　　2．0土　 0．2
　　19．4±　 3．3
　　　3，3±　 0，3
　　56．8±　 6．8
　　13．〔1±　 4．7

　　70．9＝ 18．0

　　78、9土 41．6
1．017．0± 379．4

　　29、6± 　 5．OI
　　56．7± 5．71

・．… ．・ 「
　　　4，玉± 2．ol
　　19．9上 2．8i

　　　4．2±　 0．3
　　59．9±　 5，9
　　 12、5±　 3．5
　　88 ．O土 18．2
　 1〔15．5± 41．9

1，  54．7± 269．4

　AVsCp ＜ O． 5
　　　　　　NS

　　　　　　NS

　　　　　　NS

　　　　　　NS
EB

・・ Cp ＜ 0・05i

　　　　　　NS 　 l
　　　　　　NS

　　　　　　NS

　　　　　　NS
　　　　　　NS

mean ± SE　ngfml 　 C ：conjugated 　NS ： not 　9．　ignificant
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図 6　 Changes　in　steroid 　levels　in　 amniotic 　 fluid

　during　labor
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。血
後の B （3．3± 0．3ng／ml ），

C （4．2±   ．3ng／ml ）値

間で 有意な増加 を示 した が，c−DHA は A （52．7±

5．4ng／ml ）か らC （59，9± 5．9ng／ml ）まで漸増し ，

有意差 は ない が 分娩時に は 最高値を示 し た ．f・E
，

（図 5 ）の 平均値 は AB 間で は 増加 し ，
　 P ， は 逆 に

AB 間で 減少 して い るが い ずれ も有意差は な く，

’

そ の 他 の 平均値 の み を示 した （図 6
，

7）2GP4
，
f’

cP5 ，　cE2 及 び f−cE ， に も有意差 の 変化は な い ．

　  ABC 　3 点に お け る各 S 値 の 変化率

　破膜時の 値 （A ） を100％ とした 時の B
，
C 時点

図 8　 The　percentage　increase　in　steroid 　levels　in

　amnioti （：fluid（玉uring 　labor
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に お い て の 変化率を図 8 ， 9 ， ．10に 示 した 。

　い ずれ の S も C 点 即 ち 分娩 時 の percent　 in−

crease は 最高値を示 し ，
　F

，
　c−DHA ，

　c・P ， 並び に f−

cE2 は 時間 と共に 常に 漸時増大 した。次に 有意 差

の あ る もの を挙げた．

　 i）陣発前 と分娩 時 の AC 間に 有 意 の 増 大 を認

め た の は F 及び c・DHA （各 々 172％ ， 116％）で あ

る。

　ii）陣発直後 と分娩時 の BC 間 に 有意な増大 を

認め た の は f・DHA （142％） で，　 AC 間 （126％）
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　iii）陣発前後 （AB 問）に有意差の あつ た の は ，

P， と f−E2 で ，前 者 は 陣 発 直 後 に 有 意 に 減 少

（80％）し，後者は有意 な増大 （129％）を示 し た ．

なお P4 は
， そ の 後分娩時に は有意の 増大 （BC 間

で 144％） が ある．

　 iv）E2／P4比 ：AB 間 で 生物学的活性 の 拮抗す

る E2 及 び P4 値 の 変化 が 著明で あ つ た こ とか ら

両者 の 比 の 変化を検す る と（図 11）， 陣痛発来前に

比 べ 直後に は E2／P ， 比 は 有意 に増大 し た ．なお 20

P4／P4比 も同様に 陣発後に は 増大の 傾向を 示 し た

が 有意差は なか つ た 。

　小括 ：以上有意差 の 変化を 示 し た もの を ま と め

る と，  陣痛発来時点即 ち AB 間で 増 加を示 し

た もの et　f−E， で あ り，それに 反 し P 、 は減少 し，

E
、／P 、 比 は 増大した．  破膜時点 （陣発前）か ら

分娩時即 ち AC 間 で 増加 し た の は F
， 並び に f及

び c ・DHA で あつ た ．  陣痛発来後 よ り分娩時に

か けて ， 即ち BC 間で 増加 した の Vt　f−DHA 及 び

P4 で ある．

　　　　　　　　　考　　案

　陣痛発来直前に お け る母体血 中 S の増減が 陣痛

発来に 関与 して い る こ とを示唆す る報告 が多 く，

胎児 の 重要 な環境因子 で あ る羊水中 の S 値 の 変化

も陣痛発来 に 関与 し て い る可 能性が あるが
， そ の

報告 は 少ない 。以下陣痛発来 をめ ぐる各種 S の 動

態に 関す る諸報告を文献的に 考案 し，今回 の 我 々

の 研究成績 に つ い て 考察を加 えた い 。

　 1）cortisol （F） に つ い て

　陣痛発来 に お ける F の役割 に 関す る報告は 以前

よ りあ り，
Nwosu 　et　aL2S）24 ）は 予定 日超過妊娠 の

分娩後の 新生児 は 血 中 F 値が低値で ある こ とに よ

り， 胎児副腎機能低下 と陣痛発来時期 の遷延 との

関係 を論 じ ， 陣痛発来 に お け る胎児副腎の 役割 の

関与が 示唆 され る と した後，予定 日超過妊娠 の 妊

婦 の 羊 水中 に F を投与した場合 の 分娩 ま で の 時聞

を 対照群 と比較す る と
，

F 投与群が有意に 短縮 し
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た と報告 し，母体血 中 F値の 増加 と共に 羊水中 F

値 の 増加が陣痛発来 に 関与 し て い る 可能性を推測

した，

　 これ に 関連 し て ，陣痛 の 有無 に よ る母児血 中 F

値の 変化を検 じた 報告は 多 く，母体血 中 F 値は 経

腟分娩例 〔陣痛 （＋）群〕が選択的帝切例 〔陣痛

（
一
）群〕よ り高値

工）3）
を示 し ， 胎児血 （臍帯血 ）中

値 も同様 に 経腟分娩例で 高値 となる こ とが知 られ

て い る
3°）。

一
方，Murphy22）は 誘発例 と自然陣発例

に つ い て 分娩 時の 胎児血 （臍帯血） 中 F 値を比較

して ， 自然陣発例 の 方が 高値 で あ る とし て お り，

他 に 母 体血 に つ い て も誘発例 に 比 べ 自然陣発例の

F 値 が有意 に 増加 し て お る との 報 告 が あ る こ と

は 晒 1，分娩時に み られ る母児血 中 F 値の 高値は 陣

痛 に よる母 児 の streSS に よ る もの だけ で は な く，

F が 自然陣痛発来 に なん らか の trigger的役割を

果 して い る可能性 を示唆 し て い る，尚 ， Ohrlander
et　aL25 ｝は 分娩経過 に 伴 う胎児血 中の F 値を 児頭

採血 に よ り検 じ，分娩経過 と共 に有意に増加す る

と し ，
Arai　et　aL4）も同様 の 傾 向が あ る こ とを報告

し て い る， し か し 自然陣痛発来時点で の胎 児血 F

値に つ い て の報告は な い ．

　羊水 中に つ い て ， 陣痛 の 有無 に よ る F値 の 変化

を検 じた報告は 少な い が ， Ohrlander　et　a1．25｝に よ

れば
， 子宮 口 2cm 開大時 の 破膜時点で の 陣痛有無

の 2群の 比 較で は陣痛群の方が有意に F が高値で

ある と し ， 巽 ら
1）は 陣痛の 有無 に 拘 らず破膜時に

比べ 分娩時 に は 羊水中 F 値が 有意に増加 した と報

告し て い る ．

　今回 の 同
一

人の 追跡実験で は，羊水中 F 値は陣

痛発来前 の 破膜 時に 比べ 娩出時に は 有意に上昇 し

て い る が
， 特に 陣発後か ら娩 出時に か けて 増加が

著し い．既述の ご と く，羊水中 F 投与に よ る陣痛

誘発実験に よ り人 で も羊水中 F 増加が陣痛発来の

triggerに な つ て い る こ とが 示唆 され る との 報告

が ある が
， 今回 の 実験成績で の 陣発後 の F 値 の 上

昇は 主に 母 児副腎 の 陣痛 に よ る stress の 結果 に

よ る もの と考 えられ ， 羊水中 F 値 の 上昇 と陣痛発

来機序と の 直接 の 関係は な い こ とが示唆され た ，

　 2）4 系 C21　steroid に つ い て

　 i）妊娠経過 に よ る変化 ：母体血 中 P4 に 関 し て

Csapo　 et　 aL8 ）は 妊娠週数 と共 に 増加 し て 36週 で

peak とな り， その 後陣痛発来 まで 減少す るが ， こ

の P、 減少が 陣痛発来に 関連 し て い る と報告 し ，

更 に Turnbull　et　a1．31）は 33例 の 初産婦を対象 とし

て 妊娠20週 よ り陣痛発来 ま で 測定 し，陣痛発来前

5週 よ り陣痛発来時 に か けて 減少す る と い う同様

の 報告を した ，
一

方 ， 血 中 P
、
は 陣痛発来ま で 漸増

す る とい う報告
5＞15｝もあ り，それ以外に も母体血 中

P 、 が 分娩 前に 減少す る こ と に は 否 定的 な報告 が

多い ．血 中20P4に 関 し て は ，
　 Florensa　et　al ．12）に

よれ ば母 体 血 中値 は 妊娠 週数 と共 に 漸増 し ， 20

P4／P4 比は 25週 よ り妊娠宋期 まで増加す る とし ，

我 々
3）も20P4／P4 比 は 分娩 2週 間前 よ り分娩 前 日

に か けて 更 に 増 加す る こ とを 認め て お り， 更 に

Milewich　 et　al．21＞
は 胎盤 に お け る 20α 一hydroxys−

teroid　oxidoreductase （20α
一HSD ）活性 が 妊娠

12〜2e週に比 べ 末期 で は 約 5倍亢進 して い る と報

告し て い る．

　 ii）陣痛の 有
』
無に よ る変化 ：Llaur6　et　 al．19）V：

よれば母体血 中 P4 は 陣痛発来時か ら分娩に か け

て 有意差は な い が減少す る と し ， Pokoly　et　aL27）

も陣痛群 で は 減少傾 向が あ る と報 告 し て い る。

Haskins　et 　aLi3 ）et胎盤組織中の P4値が 陣痛 （十）

群で は陣痛 （
一
）群 に 比 べ 1／2に 減少 して い る こ と

を示 し
，

Diaz・Zagoya 　et　alρも同様の 結果 を得，

更 に ，こ の 理由 とし て 胎盤 に お ける20α HSD 活性

の 亢進を挙げて い る．我 々 も
3）母体血 及 び臍 帯血

中の P4及 び 20P4値は陣痛の 有無で は有意 の 変化

が な か つ た が
， 20P4／P4 比は 有意に 増加 し て い る

こ と，並 び に in　vitro の incubation実験で 胎盤 の

20α HSD 活性 は 自然 陣痛 群で は 陣痛 の ない 群 に

比 べ 有意 に 亢進 し て い る こ とを報 じた ．

　 iii）羊水中 d4　C21　 steroid 値に つ い て ：Johan−

sson 　 et　 aL15 ）に よ る と，羊水中 P4 は 13〜14週で

peak とな りそ の 後妊娠週数 と共 に減少す る とし，

Younglai 　et　aL32 ）も同様 の 報告を し て い る。 しか

し羊水 中 P4値を陣痛発来の 前後で 比較測定 し た

もの は な く， 更に 羊水 中の 20P4値に 閧す る報告は

全 くな い ．

　本実験で は ，羊水 中 P 、 値は陣痛発来直後 に は

破膜時の 陣痛 （一）時に比 べ て有意に減少する こ
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と か ら，羊水中 P 、 値の 減 少 と陣痛発来 と の 関係

が示 唆された が ， そ の後分娩時に は 増加 し て い る ．
一方 ， 20P4値は 陣痛発来前後か ら分娩に か け て著

変が な く，
血 中 で 認め られた 20P

，／P ，比 の 変化 は

羊水中で は 認め られ な か つ た 。

　3）45 系 C21及び Cig　steroid に つ い て

　母 体血 中本 S 値 の 陣痛の 有無 に よ る変化 に 関

し ，
Mathur 　et　aLl9 ）は 陣痛発来前に比 べ 分娩第 2

期で vrk　f−cP
、，

並 び vc　f−c　DHA が有意に増加す る

と報じ ， また Lefebvre　et　al．i7）は 陣痛の な い選択

的帝切例 に比 べ 自然分娩 の 分娩時 には c ・DHA が

有意に 増加 し
， 誘発例で も分娩 の 経過に 伴 つ て 漸

増 し分娩時に は有意 に 増加 して い る と報告し て い

る。

　胎児血中値 に つ い て は
， Chang　et　al．’）trk　f・cP5 ，

並び に f−cDHA の うち
， 陣痛（十 ）群で は 陣痛（一）

群に 比 べ て 臍帯動脈血 中 の c ・DHA の み が有意 に

増加 し，c−P5 に は有意差は な い が増加 した と し，
一方 ，

Laatikainen 　et　al ．16）eま陣痛発来後 に は 臍帯

動脈 c・DHA は 有意 に低 下 し て い る と報 じ，ま た

Lefδbvre　 et　 a1 ．17）は 陣痛 の 有無 に よ り血 中 c −

DHA 値 に は 有意 の 差 は な い と報告 し て い る な

ど， 45steroid 値 と陣痛発来 との 関係に つ い て は

未だ定説は ない ．Arai　et 　aL4 ｝も胎児血 中 total　Ps

及び DHA 値 は 分娩進行 に 伴 つ て 増加の 傾 向が あ

り， 分娩時 に は有意に 増加 した こ とを報告 して い

るが ，
こ の 増加は 分娩中の stress に よる もの とし

て い る．

　羊水中の これ らS値 に 関 し，陣痛 の 有無 に よ り

比較 し た 報告は 従来 は な い 。本実験 に よ つ て ，羊

水 中の f−DHA が 陣痛経過に 伴 い 有意 に 増加す る

こ と， c−DHA は 破膜時 以後に漸増 し分娩時 に は 有

意の 高値 となる こ と，並 び に f及び c−P5 も DHA

と同様の 傾向を示 す こ とが示 され た ．即 ち こ れ ら

の 羊水 中 A ， S値 に は 陣痛 開始後 の 分娩経過に 従

つ て の 上昇傾向は 認め られた が
， 陣発前 と陣痛直

後で は有意差の 増加は 認め られ なか つ た の で ，
こ

れ らの ゑ 系 S の 変化 が陣痛発来機序そ の もの に

関与 し て い る か ど うか は 明 ら か で な い ．

　4）estrogen に つ い て

　i）妊娠中 の 変化 ：Turnbull　et　aL3111 ま母体血 中

の f−E2 は 陣痛発来前 1 週 間で は 5 週前 に 比 べ 有

意に 増加 し
，

こ の 時期で の P4の 減少 と 共 に 陣痛発

来に 関与し て い る可能性を示唆 して い る．しか し

Mathur　et　 al．2°1
に よ る と E2 は 陣痛発来 1〜 3週

間前で peak となる が ，そ の 後陣痛発来時 と 1週

間前 とで は有意の 変化は み られ な い こ と，
一

方，

E3 は陣痛発来時ま で 増加 し て い る と報 じ，　 Batra

et　aLs）も妊娠末期で は E2 は変化 しな い と報皆 し

て い る ．

　羊水 中に つ い て は，Younglai　et　aL32 ）は f・E2 が

Fencl　et　al ．11）は total　E3が妊娠週数 と共 に 増加

し ， 36週 よ り急増す る と して い る．

　 ii）陣痛 の 有無 に よ る 変化 ：Patten　et　 al．26）は

母体血 中及 び臍帯血 中の f・E2 を陣痛有無 （選択的

帝切例 と経腟分娩例）の 2群 に 分けて 比較 して 有

意の 変化は な か つ た と し ，
Pokoly 　et　a1．27）も陣痛

（十 ）群 に 増加傾向は ある が有意差 が ない こ とを報

告し，我 々
3）も母体血 中で選択的帝切例〔陣痛 （一）

群〕 と経腟分娩例 〔陣痛 （＋）群〕とtl＆　f・E， ， 並 び

に f 及 び c −E3 値 に は ほ とん ど差が な い こ と ， 更に

母体血 f及 び cE3 値 を同一人 の 分娩経過 中 に 連

続測定 し た が有意の 変化を認め なか つ た e 一方，

胎児血 中に つ い て は ， Haukkarnaa　et 　aLi
‘）は 陣 1甬

発来直後 帝切症例 の 臍 帯血中 f−E ，
は 陣痛未発来

群 に 比べ て差 が なか つ た が
， 経腟分娩例〔陣痛 （＋ ）

群〕の 分娩時で は 陣痛 （一）群 に 比べ 有意に 増加

し て い る とし，Arai　et　aL4 ）は胎児血中 tota1　E3値

の 陣痛経過に 伴 う変化を測定 し ， 分娩第 1期 に比

べ 分娩時 に有意に 増加 し て い る と報 じ て い る．

　羊水中 に つ い て は ，Biggs　et　al ．6）は 妊娠末期 の

症例 に 人工破膜に よ る誘発を行な い
， 子宮内挿入

の カ テ
ー

テ ル に よ り経 時的 に破膜後 8時間まで採

取 し，total　E 、 値 を測定 し て ほ とん ど変動が なか

つ た と し て い る が ，
こ の 報告は 我 々 の E ， 値に 関

す る結果 と
一致す る．一方 ， 今回測定した羊水 中

の f及 び c−E2値 に つ い て は ， 陣痛 の な い 破膜時，

陣痛発来時及 び分娩時 に か けて 漸増す る が
， f−E，

は 陣痛 （一）時 よ りも陣痛発来時 に 特 に 増加 し て

お り，母体血及 び臍帯血 中で は 陣痛発来 に よ り f

E2 の 変化 は な か つ た と の 既報 の 成績 と異な つ て

い る．なお羊水中 P4 は陣痛発来時 に 有意 に減 少
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す る こ とか ら（既述），こ の 時期 に は E2／耽 比 は 有

意 に増大す る。

　陣痛発来直後 に羊水 中 の E， の 上 昇及 び P4 の

減少が見 られ る との 今 回 の 成績は
， Turnbull　 et

al．3エ）及 び Csapo　et　aL8 ）が母体血 中 E
， 及 び P4値

に関 して妊娠末期の 陣痛発来直前に 認め た変化 と

同様で あるが
， 羊水中 と母 体血中 とで 時期的なず

れがあ る こ とが注 目され ， 且 つ 羊水中 の こ れ らの

S の 変化が陣痛発来に 関与 し て い る可能性を示唆

して い る n

　羊水中 の E3値 に つ い て は
， 母 体血 中と同様 ， 陣

痛発来前及び後か ら分娩時に か けて ほ とん ど変動

が なか つ た ．本実験
一 1で 羊水 中 f及び cE3 が 共

に選択的帝切例 〔陣痛 （一）群〕 に 比 べ 経腟分娩

例 〔陣痛 （十）群〕で 各 々 3．6倍及 び 2．7倍 と著増

し て い る の に 対 し，実験
一 IIの 人工 破膜誘発例 の

陣痛 開始 → 分娩時で の 値に はほ とん ど変化が なか

つ た こ との 説 明 として は ， 実験
一 1で の 陣痛（十 ）

群 に み られた 分娩時 の E
， 値 の 高値は 自然陣痛発

来前 に 既 に発生 して い た変化で ある こ とが推察 さ

れ る．

　小括 ：以上 ， 選択的帝切例 と経腟分娩例 との 比

較及 び陣痛発来前例 に つ い て の 人 工破膜時よ り分

娩時に 至 る羊水中 S を 連続的 に 測定す る こ と に よ

り， 陣痛発来 と羊水中 S 動態と の 関係に つ い て 検

討し た 結果 ， 羊水 中 S値 の 変化は 従来報告されて

い る血 中 S 値 の 変化 の 成績 とは 必ず し も一
致し て

は い な い が，  羊水中で は F が陣痛 と い う stress

に よ り増加す る と考 えられ る こ と，  f−E
、
の 増

加及 び P4 の 減少， 即 ち E
、／P、 比 の 有意 の 増加が

陣痛発来時 に起 こ る こ と か ら ， 羊水中 の こ れ ら の

S 値の 変化が 陣痛発来 に 関与 して い る こ とが示唆

さ れた こ と，   DHA 及 び P，
は 破 膜時 の 陣 痛

（一）時 よ り陣痛発来後 分娩時 ま で 増加す る が ， こ

れ ら の A5S の 変化 が 陣痛発来 に 関与 し た 変化 で

ある の か ， 或は 陣痛の stress に よ る母児 S産生 の

変化に よ る もの な の か は 現 ら か で は な い こ とが 示

され た．なお DHAS に 関 し て は
，

これが羊膜に お

け る prostaglandin 産生 に 関与
3）す る と の 成績 も

あつ て
，

こ の 胎児源 と考 えられ る tisSの 羊水中の

変化 は 分娩発来に 関係す る
一

つ の 因子 で ある 可能

性が あ り， 今後の 興味ある課題 と して 残 つ て い る．

　尚本実験
一IIで の 対象は 子宮 口 がすで に 2指以

上 開大 して い る 症例で あ り，
か つ 人工破 膜 に よ り

人工 的に誘 発され た陣痛発来 モ デ ル に つ い て の 研

究で あっ て 自然 の 陣痛発来例 に つ い て の 研究で は

な い こ とを銘記 し て お く必要が あ る．
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